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教育・学習環境の重要性を
意識するようになった
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どのような意識の変化がありましたか。
重要なものから順に回答してください。（複数回答）

教育・学習自体の重要性を
意識するようになった

教育・学習における主体性、
能動性を意識するようになった

多様な学びや経験の重要性
を意識するようになった

学びたいことや目標が
明確になった

海外のことを知る重要性を
意識するようになった

科学の重要性を
意識するようになった

その他（具体的に）
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10
代
で
7
割
が

新
た
な
取
組
に
挑
戦

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お

い
て
、
「
新
た
に
挑
戦
し
た

り
、
取
り
組
ん
だ
り
し
た
こ

と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
の

は
、
10
代
で
特
に
多
く
、
70

・
3
％
が
「
あ
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
新
し
い
分

野
の
学
習
に
29
・
4
％
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
発
信
や

交
流
に
28
・
8
％
が
新
た
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
い
ず
れ

も
他
の
世
代
よ
り
も
取
組
率

が
高
い
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
教
育
・
学

習
に
関
す
る
意
識
に
も
影
響

を
与
え
た
。

74
・
9
％
が
、
何
か
し
ら

の
意
識
が
「
変
わ
っ
た
」
と

回
答
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
次
の
項
目
だ
。

▼
教
育
・
学
習
環
境
の
重

要
性
（
75
・
6
％
）
▼
教
育

・
学
習
自
体
の
重
要
性
（
64

・
3
％
）
▼
教
育
・
学
習
に

お
け
る
主
体
性
、
能
動
性

（
55
・
5
％
）

教
育
・
学
習
環
境
の
重
要

性
を
1
位
に
挙
げ
た
回
答
が

最
も
多
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

学
べ
る
環
境
の
重
要
性
が
広

く
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
だ
。
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
学
習
に
は
主
体
性
や

能
動
性
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

国
で
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
環
境
の
早
期

実
施
を
後
押
し
す
る
結
果
と

言
え
そ
う
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

東
京
都
23
区
で
7
割

小
学
生
以
上
の
子
供
を
持

つ
保
護
者
に
、
小
中
学
生
の

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て

も
聞
い
た
。

民
間
教
育
を
含
め
て
何
か

し
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を

受
け
て
い
る
の
は
、
全
体
と

し
て
は
45
・
1
％
だ
が
、
東

京
都
23
区
で
は
約
7
割
に
あ

た
る
69
・
2
％
が
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
を
受
け
て
い
る
。
大

阪
・
名
古
屋
圏
（
大
阪
府
、

京
都
府
、
兵
庫
県
、
奈
良

県
、愛
知
県
、三
重
県
、岐
阜

県
）
で
も
半
数
を
超
え
る
52

・
2
％
が
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

を
経
験
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
地
方
圏

（
三
大
都
市
圏
以
外
の
36
県

と
北
海
道
）
は
33
・
9
％
と

地
域
差
が
大
き
い
。

学
校
で
は
36
・
5
％
が
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
何
等
か
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
教
員

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

受
け
て
い
る
の
は
10
・
2

％
、
教
員
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
メ
ー
ル
等
含
め
学
習
指
導

を
受
け
て
い
る
の
は
11
・
2

％
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
提

供
を
受
け
て
い
る
の
は
15
・

2
％
。
4
月
時
点
の
調
査

（
双
方
向
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
実
施
率
5
％
）
と
比
較
し

て
、
1
か
月
で
若
干
取
組
数

に
伸
び
が
見
ら
れ
る
よ
う

だ
。学

校
以
外
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
メ
ー
ル
等
の
指
導
を

受
け
て
い
る
、
も
し
く
は
オ

ン
ラ
イ
ン
教
材
の
提
供
を
受

け
て
い
る
の
は
33
・
4
％
。

高
校
は
5
割

大
学
は
9
割
以
上

大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

は
早
い
。

95
・
4
％
の
大
学
生
・
院

生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
通
常
の
授

業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し

た
大
学
生
・
大
学
院
生
は
74

・
7
％
。
一
部
の
授
業
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
し
た
の
は

20
・
7
％
だ
。

高
等
学
校
で
は
、
通
常
の

授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講

し
た
割
合
は
13
・
3
％
と
多

く
は
な
い
が
、
一
部
の
授
業

を
受
講
し
た
割
合
を
含
め
る

と
、
50
％
と
半
数
。
専
門
学

校
等
は
よ
り
多
く
、
一
部
の

授
業
を
含
め
る
と
、
72
％
が

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
42
・
4
％
が
通

常
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受

講
し
て
い
る
。

都
内
私
学
は

99
％
が
実
施

都
内
私
立
中
高
一
貫
校
を

対
象
に
し
た
コ
ア
ネ
ッ
ト
教

育
総
合
研
究
所
の
調
査
（
回

答
数
1
8
9
件
）
に
よ
る

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実

施
率
は
「
3
月
以
前
3
・
2

％
」
か
ら
、
5
月
中
に
は
99

・
0
％
が
実
施
し
て
お
り
、

都
内
私
立
学
校
の
オ
ン
ラ
イ

ン
対
応
は
早
い
。
今
後
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
と
の
並
行
実

施
を
予
定
し
て
い
る
学
校
は

15
・
9
％
、
検
討
中
は
61
・

9
％
で
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
べ
る
環
境
の
重
要
性
が
社
会
的
に
共
通
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
内
閣
府
は
6
月
21
日
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
公
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
8
割
弱
に
あ
た
る
75
・
6
％
が
「
教
育
・
学
習
環
境
の
重
要
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
回
答
。
「
教
育
・
学
習
に
主
体
性
や
能
動
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
割
合
も
55
・
5
％
と
5
割
を
超

え
た
。
大
学
生
は
74
・
7
％
と
約
8
割
が
「
通
常
通
り
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
」
し
て
お
り
、
一
部
の
授
業

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
て
い
る
割
合
（
20
・
7
％
）
と
合
わ
せ
る
と
、
9
割
以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
を

経
験
。
高
校
生
に
つ
い
て
は
、
50
％
が
一
部
も
し
く
は
通
常
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
て
い
る
。
本
調
査
は

5
月
25
〜
6
月
5
日
に
実
施
。
1
0
3
5
人
の
学
生
、
2
1
6
8
人
の
子
育
て
世
帯
を
含
む
合
計
1
万
1
2
8
人
が

回
答
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
で
政
府

が
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
し
て
4
か
月
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
学
校
も
再
開
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
完
全

な
収
束
は
も
う
少
し
先

の
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。こ

の
間
、く
し
く
も
、

日
本
の
教
育
の
情
報
化

の
現
実
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
休
校
中
も
子

供
た
ち
の
学
び
を
止
め
な

い
た
め
に
、
す
ぐ
さ
ま
オ

ン
ラ
イ
ン
対
応
で
き
た
地

域
も
あ
れ
ば
、
苦
慮
し
た

地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
世
界
最
先
端

Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
」

は
、
Ｉ
Ｔ
・
情
報
資
源
の

利
活
用
に
よ
り
未
来
を
創

造
す
る
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
て
、
2
0
0
1
年
に
施

行
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
基
本
法
（
高

度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
形
成
基
本
法
）
に
倣
っ

た
整
備
を
後
押
し
す
る
た
め

の
も
の
で
し
た
。
こ
の
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
、
学
校
で
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
活
用
を
進
め
、

教
員
は
も
と
よ
り
、
児
童
生

徒
や
そ
の
保
護
者
も
活
用
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
学
べ
る
ユ
ビ
キ

タ
ス
な
学
習
環
境
を
目
指
し

た
の
で
す
。
日
本
は
も
と
よ

り
世
界
の
先
進
諸
外
国
が
、

こ
の
方
向
で
デ
ジ
タ
ル
社
会

対
応
を
進
め
ま
し
た
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問

題
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

で
学
び
を
止
め
な
い
学
校
と

家
庭
、
暮
ら
し
や
働
き
方
な

ど
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
が
い
か
に
重
要
か
、
皆
が

知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
エ
ス
ト

ニ
ア
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
等
学
校
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
進
ん
で
い
る
諸
外
国
で

は
、
休
校
措
置
が
早
々
に
決

ま
っ
た
そ
の
数
日
後
に
は
、

多
く
の
学
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン

中
心
の
教
育
活
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

日
本
で
は
、
4
月
16
日
（
調

査
時
）
の
文
部
科
学
省
調
査

で
は
同
時
双
方
向
型
の
オ
ン

ラ
イ
ン
指
導
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
は
わ
ず
か
5
％
で
し

た
。そ

も
そ
も
こ
れ
ら
の
国
で

は
日
頃
か
ら
、
個
別
最
適
化

学
習
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
学
校
と
家
庭
で

シ
ー
ム
レ
ス
な
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
日
常
的
に
進
め
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
迅
速
に
対
応

で
き
た
の
で
す
。

日
本
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
学
習
へ
の
対
応
が

で
き
た
学
校
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
意
の
あ
る
先
生

方
が
授
業
を
動
画
で
撮
っ

て
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
な

ど
の
工
夫
を
さ
れ
た
学
校
、

プ
リ
ン
ト
な
ど
紙
の
教
材
を

配
っ
た
所
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
は
あ
く
ま
で
一
方
向
の

情
報
伝
達
で
す
。
授
業
で
最

も
理
解
度
が
深
ま
る
の
は
双

方
向
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
学
習
で
す
。
子
供
に
と
っ

て
、
先
生
や
友
達
と
の
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
学
習
や
心
の

安
定
に
最
も
重
要
で
す
。

さ
て
、
学
校
が
非
日
常
か

ら
日
常
に
戻
っ
た
と
き
、
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
1
人
1

台
Ｐ
Ｃ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

教
室
に
黒
板
が
あ
る
よ
う

に
、
電
気
や
水
道
が
ど
こ
で

も
使
え
る
よ
う
に
、
高
速
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
も
は
や
社
会

や
学
校
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ

ラ
で
す
。
教
科
書
や
ノ
ー
ト

を
皆
が
持
つ
よ
う
に
、
1
人

1
台
Ｐ
Ｃ
も
デ
ジ
タ
ル
社
会

を
生
き
る
子
供
に
と
っ
て
必

須
の
教
具
で
す
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト

で
、
1
人
ひ
と
り
の
能
力
や

個
性
に
あ
っ
た
個
別
最
適
化

教
育
が
で
き
、
学
校
と
家
庭

を
結
ぶ
シ
ー
ム
レ
ス
な
学

習
、
保
護
者
や
地
域
と
の
連

携
な
ど
も
で
き
る
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
の
あ
り
方
を
、
教

育
の
情
報
化
先
進
国
が
進
め

て
い
る
よ
う
に
、
今
こ
そ
学

校
を
未
来
社
会
仕
様
に
変
革

し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
、
2
0
0
0
年
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
さ
れ
て
き
た
学
校

の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
や
1
人
1
台
Ｐ
Ｃ
等
ユ
ビ

キ
タ
ス
な
学
習
環
境
が
実
現

さ
れ
る
運
び
と
な
り
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
環
境
を
活
か
す
た

め
の
教
材
・
教
具
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
そ
れ

を
指
導
す
る
教
員
の
指
導

力
、
更
に
は
そ
の
利
活
用
を

支
援
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な

ど
の
支
援
人
材
な
ど
、
教
育

の
情
報
化
の
推
進
に
は
、
環

境
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
人
材
の

3
つ
が
整
え
ら
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

幸
い
、
日
本
に
は
、
教
育

の
情
報
化
な
ど
教
育
工
学
に

か
か
わ
る
大
き
な
団
体
と
し

て
、
学
校
の
先
生
方
を
中
心

に
し
た
日
本
教
育
工
学
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
、
新
し
い
教

育
方
法
の
開
発
や
評
価
な

ど
、
大
学
の
研
究
者
を
中
心

に
し
た
日
本
教
育
工
学
会

（
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）
、
そ
し
て
、

教
育
環
境
や
教
材
・
教
具
を

開
発
し
提
供
し
て
い
る
教
育

産
業
に
関
わ
る
企
業
の
方
々

を
中
心
に
し
た
日
本
教
育
情

報
化
振
興
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ

＆
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｔ
会

長
、
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

微
力
な
が
ら
志
の
あ
る
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
次
代
を
活
き

子
供
た
ち
の
た
め
教
育
の
情

報
化
推
進
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
6
月
、
一
社
・
日
本
教
育
情
報
化
振

興
会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
会
長
と
し
て
山
西

潤
一
富
山
大
学
名
誉
教
授
が
就
任
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
も
で
き
る
学
校
環
境
の
重
要
性
が
社
会
的
に

明
確
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
教
育
の
情
報
化
先
進
国
の

よ
う
に
日
本
の
学
校
を
未
来
社
会
仕
様
に
変
革
し
て

い
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
と
い
う
。

ウイズコロナ時代の「新しい学び」が求められてい
る。感染リスクを抑えながら教育活動の質を維持する
ためにも「オンライン手段もすぐに対応できる」環境
と体制づくりが社会ぐるみで必要だ。

２－７面 ＧＩＧＡスクール構想
対 談 森田充教育長・つくば市教育委員会

堀田龍也教授・東北大学大学院
「つくばGIGAクール構想」で１人１台の PC 整備と
高速ネットワーク整備が始まる……………………２面
報 告 教育委員会対象オンラインセミナー
熊本市教育センター・山本英史指導主事、那須町教育
委員会・星野尚氏が報告……………………………４面
■「早急な調達で PC確保の可能性が高まる」と文部
科学省の高谷浩樹課長は話す………………………３面
■埼玉県立越谷南高等学校の勝部武教頭と関西学院千
里国際中等部の岡本竜平教諭がGoogle for Education
の活用を報告…………………………………………５面
■日本 HP は GIGA スクール構想をテーマにセミナ
ーを実施。グローバル教育 PC市場１位のＨＰは、日
本優先で８月から PCを出荷する……………６・７面

８－１１面 教員の働き方改革２０２０
GIGAスクール構想環境により、教員の働き方改革は
一層重要になる。各教育委員会では印刷環境の改善や
保護者連絡メール等の整備、留守番電話の整備、統合
型校務支援システム整備・拡張などに取り組んでいる

2
0
1
5
年
か
ら
遠
隔

授
業
に
取
り
組
ん
で
き
た

鹿
児
島
県
徳
之
島
町
。
既

に
6
年
目
を
迎
え
て
い
る

が
、
当
初
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
を
家
庭
に
持
ち
帰

る
取
組
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
長
年
に
わ
た
る
継
続

的
な
取
組
が
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
有
効
な
手
立

て
と
な
っ
た
。

当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
花
徳
小
学
校
（
石
川
雅
美

校
長
）
で
は
、
児
童
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
家
庭
に
持
ち

帰
り
、
臨
時
休
校
中
の
家
庭

学
習
に
役
立
て
た
。
4
月
か

ら
5
月
の
臨
時
休
校
中
で
は

3
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
持
ち

帰
ら
せ
、
家
庭
学
習
を
支
援

し
た
。
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が
整

っ
て
い
な
い
家
庭
に
は
、
学

校
で
問
題
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
持
ち
帰
ら
せ
る
よ
う

に
し
た
。
学
習
状
況
に
合
っ

た
問
題
を
選
択
し
た
り
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め

た
り
す
る
よ
う
に
教
員
が
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
Ｐ
Ｃ
を
家
庭
学
習
で
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

た
。5

月
に
学
校
が
再
開
さ
れ

る
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
学
校
間
の
遠
隔

授
業
も
再
開
し
た
。
お
互
い

の
考
え
を
伝
え
合
っ
た
り
、

多
様
な
考
え
に
触
れ
な
が
ら

共
同
で
学
習
し
た
り
、
双
方

向
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
の
思
考
力
や
表
現

力
を
高
め
る
よ
う
に
、
1
人

1
台
の
Ｐ
Ｃ
と
遠
隔
授
業
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。徳

之
島
町
で
は
、
家
庭
に

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
か
ら

諦
め
る
の
で
は
な
く
、
子
供

た
ち
の
学
び
を
止
め
な
い
よ

う
に
学
校
で
支
援
し
て
い

る
。
1
人
1
台
の
環
境
構
築

に
止
ま
ら
ず
、
家
庭
に
Ｐ
Ｃ

を
持
ち
帰
り
、
家
庭
学
習
の

支
援
に
つ
な
が
る
事
例
と
し

て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。花徳小では小3～小6でタブレ

ットＰＣを持ち帰って学習した

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育
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オンライン授業環境は
「新しい日常」に必須
オンライン授業環境は
「新しい日常」に必須
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〈１３〉タブレットＰＣ小３～６持ち帰りで家庭学習〈１３〉タブレットＰＣ小３～６持ち帰りで家庭学習

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
主
体
性
重
要

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
主
体
性
重
要

鹿
児
島
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

山
本
朋
弘
准
教
授

連載 元気な小小規規模模校校を増やす！

学
校
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
小
中
学
生
３６
・
５
％

高
校
生
５０
％

大
学
生
・
院
生
は
９５
・
４
％

学
校
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
小
中
学
生
３６
・
５
％

高
校
生
５０
％

大
学
生
・
院
生
は
９５
・
４
％

5月には他校との遠隔学習を再開した

内
閣
府
調
査

鹿
児
島
県
・
徳
之
島
町
立
花
徳
小
学
校

ＪＡＰＥＴ＆ＣＥＣ

山西 潤一 会長

（１） ２０２０年（令和２年）７月１３日（月曜日）

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
１
人
１
台
Ｐ
Ｃ
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
学
習
イ
ン
フ
ラ
に

寄
稿

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
＆
Ｃ
Ｅ
Ｃ
会
長
に
就
任
し
て
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